
第
一

章

仏
法
の
大
海
に
は
信
を
以
て
能
入
と
為
す

こ
のたび
初めて
御参加
遊ばした
方や 、
また
再三
もうお
別時にお
加わ
りに
なっ
た
方もお
られますが 、
今日は

やは
り

初めておい
で
下さっ
た
方にお
分か
りに
なるようにお
話しい
たしたい
と
思い
ます 。
で
ありますか
ら 、
た

びたび
もう
御参加に
なっ
た
方はど
うか
随喜してお
聞き
を願い
と
うご
ざい
ます 。

ノ
ニハ
テ
ヲ
ス

ト

昔か
ら
申します
通り寸
仏法大海以ν
信為ニ
能入こ
仏法を大きな
海に
警えまして 、
「能入」
と
申しますと
「入

らせ
る
もの」
とい
うこ
とで
あります 。
「

仏法の
大
海に
入らせるものは
信何心で
ある」
とい
う
意味で
あります 。

初めは
私共の
経験以
外の
事で
ありますか
ら
信ずるよ
りほか
ありませ
ん 。
こ
の五
感世界の
事で
ありますと 、
信

ずる
も
信じない
もありませ
ん 、
目
前の
事実で
ありますか
ら 、
直ちに
経験する
事がで
き 、
信ずる
事がで
きます 。

けれど
も
仏法は
初めは
私共の
経験する
事ので
きる以
外の
事で
ありますか
ら 、
信ずるよりほか
道ありませ
ん 。



五

眼

仏教に
五
眼とい
うこ
と
を
説い
てお
ります 。
もっ
とも
眼と
申しましで
も 、
耳も
鼻もその
他の五
官を
悉く含ん

でい
ます 。
けれど
もただ 、
しばらくその
中の
眼をもっ
て
代表して
申すので
あります 。
お
釈迦
様とい
う
方は 、

こ
の五つ
通りの
眼をお
具えに
なっ
てお
られたと
伝えられてお
ります 。
私共もまたそ
う信じてお
ります 。
また

私共が
現
代の
釈尊と
仰い
でお
ります
弁栄聖
者も
事実こ
の五つ
通りの
眼をお
具えに
なっ
てお
られました 。
けれ

ど
も
弁栄聖
者
御自
身自分はこ
の
通り五
眼を具えてい
るぞとおっ
しゃっ
たこ
と一
度もありませ
んで
した 。
しか

し 、
私共を
御済度下さい
ます
御実力と
御態度が 、
実に
現
代の
釈尊とい
わざる
を
得ない
ので
あります 。
二
千五

百年前お
亡くなりに
なっ
た
釈尊をこ
の
肉の
眼で
見奉っ
たならば 、
弁栄聖
者と
寸分違わなかっ
たで
あろ
うと
信
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じられます 。
弁栄聖
者は 、
実に
豊かに
五
眼を
具えておい
でに
な
りました 。

五
眼と
申しますと
肉眼・
天眼・
慧眼・
法眼・
仏眼の五つ
通りの
眼のこ
とで
あります 。
そ
うい
たしますと
肉

眼、
天眼とい
う二つ
の
眼は
何を見る
眼か 、
何を
対象とする
眼か
とい
うこ
と
をお
話しい
たしと
うご
ざい
ます 。

肉眼、
天眼と
申しますと 、
こ
れは
自然
界を
対象とするもので
あります 。
自然
界を
経験する
眼が
肉眼、
天眼

で
あります 。
自然
界と
申しますと 、
変化の
ある
世界 、
生まれる
事 、
死ぬ
事の
ある
世界を申します 。
すなわち 、

私共の
日
常経験してい
るこ
の
世界の
事で
あります 。
こ
の
世界は
何を見ましで
も 、
生まれる
事 、
死ぬ
事の
ある 、

すなわち
変化の
ある
もので
ありますか
ら 、
こ
れは
生き
通しの
世界の
反
対の
生死
界で
あります 。
い
わゆる
裟
婆

の
世界で
あります 。
ど
うも
徹底的な
満足を
得られない 、
いつ
か
しら
冷たい
ものと
変わっ
てまい
ります 。
学問



で
あ
りましで
も 、
だい
ぶ
物事が
分か
り
始めた 、
もう
少し
学問したい
と
思い
ましで
も 、
もはや
何もか
も
捨てて

死なな
くては
ならない
時が
やっ
て
来る 。
お
金で
ありましで
も
山のようにお
金を
貯めましで
も 、
もう
何もか
も

捨てて
死ななくては
ならない
時がきっ
とやっ
て
来る 。
自分の
建てた
家だなどといっ
て
威張っ
てい
て
も 、
しミ

つ

か
は
墓の
主となっ
て
しま
う
時がきっ
とやっ
て
来る 、
とい
うように
裟婆ではど
うもこ
の
死ぬ
とい
う
事が
あるば

っ
か
りに

徹
底的の
満足が
得られませ
ん 。
いつ
か
知らぬ
聞に
冷たい
ものと
変わっ
てまい
ります 。「裟
婆」
と
申し

ま
すと 、
一
般に
言われる
言葉で
あ
りますが 、
お
浄土の
反
対 、
極
楽の
反対の
世界で
あります 。

肉眼、
天眼と
申しますと 、
こ
の
自然
界を
対象として
経験する
感覚器官で
あります 。
慧
眠 、
法
眼、
仏眼と
申

しますと 、
何を対象とするか
と
申しますと 、
い
わゆる
心霊
界で
あります 。
い
わゆる
浬繋界で
ありまして 、
生

死
界の
正
反対で
あります 。
生き
通しの
生
命の
世界は 、
生
死界の正反対で
あります 。
心霊
界 、
すなわちお
浄土
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で
あ
ります 。
つ
ま
り 、
五
眼が
あるとい
う
事は 、一言葉をか
えて
申しますと 、
私共の
対象に二
種あるとい
う
事で

あります 。
また
言い
か
えれば 、
我々
の
認識する
事ので
きる
世界は 、
自然
界と
心霊
界との二
種あるとい
う
事で

あります 。
しか
し
自然
界と
心霊
界とは 、
何もそのような処が
別々
に
あるとい
う訳では
ありませ
ん 。

心霊
界とい
うのはお
浄土で
ありますが 、
何も
十万
億土
隔てた
遠方とい
う訳では
ありませ
ん 。
か
と
申して 、

高い
処に
行か
ねば
心霊
界と
名
付けられる
世界がない
とい
う訳で
もありませ
ん 。
こ
の
慧眼、
法眼、
仏眼とい
う

眼が
開ければ 、
此処がすなわち
心霊
界で
あります 。
此処がすなわち生き
通しの
生
命の
世界 、
極楽世界で
あり

ます 。
しか
し
肉眼、
天眼に
よっ
て
見得らるる
世界は
自然
界で
あっ
て 、
変化極ま
りない
世界 、
四
苦八
苦とい
う

よ
うない
ろい
ろ
な
苦痛のある 、
不
完全とい
う
事のどっ
さ
りある
世界で
あります 。
要するに
肉眼、
天
眼が
なけ



れば
自然
界とい
うものは
ありません 。
自然
界が
あっ
て
も見えません 。
で
すか
ら 、
ない
も同
様で
あります 。
そ

れと
同じよ
うに
慧眼、
法眼、
仏眼が
聞けなければ 、
お
浄土も
見えませんか
ら 、
ない
も同
様で
あります 。
こ
の

五つ
通りの
眼が
開けなければ 、
私共は
宇宙全
体を見る
事がで
きません 。
肉眼、
天眼が
開けておっ
て
も 、
大
字

宙の一
部分しか
見る
事がで
きません 。
慧眼、
法眼、
仏眼が
開ければ 、
私共は
大宇宙全
体を見る
事がで
きると

い
う 、
こ
うい
う訳で
あります 。
で
ありますか
ら
肉眠 、
天眼だけ
開けてい
る
人達は 、
い
わゆる
担板漢で
ありま

す 。
字宙の一
面 、
すなわち
自然界だけしか
見るこ
とがで
きません 。
で
すか
ら
担板漢で
あります 。

にな

担板漢と
申しますと 、
板を担っ
た
野郎とい
う
事で
あります 。
昔支
那の
刑罰で
悪い
事をい
たしますと 、
首に

かすがい

板を
持っ
てまい
りまして 、
首が
入るだけの
穴を
扶っ
た二
枚の
板で
首を
挟み
鎚で止めて
あるもので
あります 。

板の一
面しか
見る
事がで
きません 。
裏側を見る
事がで
きません 。
ちょ
うどそのよ
うに
肉眼、
天眼だけ
聞けて
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い
る
人達は
担板
漢で
あります 。
字宙全
体を見るこ
とがで
きません 。
野郎などとい
う
言葉を用い
て
失礼な
事で

ご
ざい
ますが 、
こ
れは
禅宗で
よく用い
る
言葉で
あります 。
宇宙のほんの一
面しか
見るこ
とので
きない
者のこ

と
を担板漢と
申します 。
肉眼、
天眼ばか
りで
なく
慧眼、
法眼、
仏眼の
眼が
悉く
開けて
初めて
字宙一
切の
あり

と
あらゆる
もの
を
見る
事ができるとい
う訳で
あります 。
要するに
宇宙に
は 、
心霊
界と
・自然界の二つ
の
世界が

あります 。
しか
し処が
別に
あるとい
う訳では
ありません 。
肉眼、
天眼をもっ
て
見らるる
世界を
自然
界と
名
付

け 、
慧眼、
法眼、
仏眼
開けて
見得らるる
世界が
心霊
界 、
すなわちお
浄土で
あります 。
決して
遠方では
ありま

せ
ん 。
嘗えて
申しますと 、
私共眼が
ありますから
色 、
形の
世界を見る
事がで
きます 。
耳が
ありますか
ら 、
音

響の
世界を
経験する
事がで
きます 。
鼻が
ありますか
ら
香りの
世界を
経験する
事ができるので
あります 。
け
れ



ど
も 、
もし
生まれながらに
して
盲人で
あっ
ては 、
その
人に
とっ
ては
色 、
形の
世界は
ありませ
ん 。
けれど
も 、

その
人で
もいい
治療を
受けますと 、
眼が
見えるよ
うに
な
ります 。
その
色 、
形の
世界はすなわち
此処で
ありま

す 。
決して
遠方では
ありませ
ん 。
此処で
あります 。

お
浄土とい
うの
も 、
裟婆を
厳れた
遠方で
ありませ
ん 。
此処で
あります 。
こ
のよ
うに
慧眠 、
法眠 、
仏眼とい

う
眼
聞ければ
此処が
すなわちお
浄土で
あります 。
で
ありまずか
ら
経文の
中に
も「去此不遠」
と
言っ
てお
りま

す 。
『観無量

寿経』
とい
う
経文にお
浄土 、
すなわち
心霊
界は
此処を去る
事遠か
ら
ず 、
とお
説き
遊ばされて
あり

ま
す 。「しか
しそ
んな
事をい
うけれど
も 、
お
浄土とは
十万
億土とい
うではない
か」
とい
う方もご
ざい
ませ
んと

もか
ぎりませ
ん 。

土と
言い
ますと一
つ
の
太
陽系といっ
たよ
うなもので
あります 。
太
陽系とは
地球 、
水星 、
火星 、
木星 、
土
星 、
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金
星 、
天王
星 、
海王
星を含みます 。
その
太
陽系を一
つ
の土としまして一
つ二つ
三つ
とい
うように
十万
億の
太

陽系を
隔てて
彼方にお
浄土が
あるとい
うよ
うに 、
今寸経文の
中に
極楽世界は
遠方だと
説い
て
あるではない
か 、

それはど
うい
う訳だ」
とい
うよ
うな
問題もよく起こ
ります 。
それはお
浄土は
此処か
ら
十万
億土の
遠方に
ある

とお
説き
遊ばして
ありますが 、
それはその
当時の
イン
ドでは

誰も
西の
方に
理
想郷 、
すなわちユ
ートピ

アが
あ

す
まだい

る
と 、
そ
のよ
うに
信じておっ
たか
らで
あります 。
その
理
想郷をイン
ドでは

何人も一
般に
「須摩提」

と
名
付け

てい
た
訳で
あります 。
西の
方に 、
実に
理
想の
世界が
あっ
て 、
それを理
想として
憧慢の
的となっ
てい
たので
あ

ります 。
それでお
釈迦
様はお
浄土の
事をお
説きに
なろ
うとして 、
イン
ド

人が
信じておっ
た
通りをお
壊しに
なら
ずに



「お
前達の
言う通り西の
方に
結構なお
浄土が
あるぞ 。
遠方にお
浄土が
あるぞ」
と 、
その
当時のイン
ド

人の
考え

た
信何をぶ
ち
壊す
必要は
ありませんか
ら
「その

通り 、
その
通り 、
お
前達の
理
想郷としてのお
浄土が
西の
方に

ある」
とお
説き
遊ばしたので
あります 。
しかるに
イン
ド

人は
西
方に
理
想郷が
あると
信じてお
りましたが 、
そ

こへ
行くべ
き
方法を
知りませんで
した 。
それ
を
釈尊がお
教え
下さい
ました 。
その
釈尊の
御教えに
従っ
て一
心

に
修行しますとその
理
想郷に
到達する
事がで
きます 。
到達して
見ますと「お
浄土は
遠方ではなかっ
た 。
ウン

此処で
あっ
た」
と
信じられる
訳で
あります 。
そこへ
行っ
て 、
初めてその
本当の
事に
気が
付きます 。
お
浄土に

行か
ない
人に
初めか
ら
真実を
知らせようとすると 、
事面倒でご
ざい
ます 。
で
すか
ら 、
分か
らない
者に
対して

話す
必要のない
所は 、
そのまま
嬢す
必要ありませんか
ら 、
その
通り 、
その
通りとお
説き
遊ばしたので
ありま

す 。
実に
慧眠 、
法眼、
仏眼開ければお
浄土は
此処で
あります 。
遠方では
ありません 。
釈尊はこ
の五つ
通りの

-gr
 

眼を
円かに
具えてい
らっ
しゃい
ました 。
すなわち
宇宙の一
切の
方面を
御覧遊ばしておい
でに
なっ
たとい
う訳
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で
あります 。
また
私共の
恩師弁栄聖
者も五
眼を豊かにお
具えに
なっ
ておい
でに
なりました 。

五
眼

天

}
ー
!自然界

眼:::(世間の
定心)」

肉
眼:::(散

慧
眼-眼

γ:(
出世間の
定心)
||心霊

界

眼」

法仏

要するに
五
眼が
あるとい
うこ
とは 、
私共の
対象には二
種あるとい
う
事で
あります 。
また
言葉をか
えて
申し



ま
すと 、
私共の
認識する
事ので
きる
世界は二
種あるとい
う
事で
あります 。
すなわち 、
自然
界と
心霊
界とのこ

種あるとい
う
事に
な
りま
す 。

こ
のよ
うに 、
心霊
界の
事は
私共は
直接経験する
事できませ
ん 。
で
ありまずか
ら 、
初めは
仏法を
信ずるよ
り

ほか 、
道は
ありませ
ん 。

信
何
の
三
種

信何に三
種あると
申しま
す 。
何信・
解信・
証信で
あります 。
何信と
申しますと 、
聞信と
昔か
ら
申してお
り

ま
す 。
善知
識の
説法を
承っ
て 、
本もとの
親様で
あります
知来様の
在ます
事に 、
何の
疑い
もなく 、
そ
うでご
ざ

い
ま
すか
と 、
そのままそっ
くり信じられるのが
聞信で
ありま
す 。
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解信と
申しま
すと 、
思惟の
事で
ありま
す 。
問い
ただけではなか
なか
信じられない 。
大い
に
思惟し 、
し
ろい

ろの
書物を
読みま
すとか
して
大い
に
研究して 、
理
屈の上か
らど
うして
も
知来様とい
う
方が
在ますとい
う
事が

理
屈の上か
ら
信じられて
まい
りまして 、
信何がで
きるように
なっ
たのが
解信で
あります 。
で
ありまずか
ら
理

性の
満足した
所で
ありま
す 。
もっ
とも
何信で
ありましで
も 、
考えるとい
う
事がまるっ
き
りない
訳では
ありま

せ
ん 。
けれど
も
解信と
比較しまして
何
信の
方が
考える
事が
少ない
ので
あります 。
しか
しこ
れは
理
性の
信仰で

ありま
す 。
理
性の
満足したとこ
ろで
あります 。
もちろ
ん
宗教は
感情に
あるので
ありますが 、
感情が
単独で
起

こ
るこ
とは
ありませ
ん 。
やは
り理

性が
根底で
あります 。

理
性で
ありましで
も 、
信何が
得られてまい
りますと 、

何とか
してそ
うい
う
本もとの
親様で
あります
知来様



が
在ま
すならば 、
お
遇い
申したい
と
思っ
て
修行する
事ができるように
なっ
てまい
ります 。
一
心に
南無
阿弥陀

仏
/\と
申しますよ
うに
なりますと 、
知来様に
事実お
遇い
申す
事がで
きて 、
もう
今度は 、
理
屈で
なく
事実上 、

知来様の
在ま
す
事が
信じられるように
なっ
てまい
ります 。
こ
うなりました
信何を
証信(
修信)
と
申しま
す 。

証と
申しますのは
サンス
クリッ
トの

翻訳で
ありまして 、
事実上の
認識のこ
とで
あります 。「何信も
解信も
得ら

れない
ものが 、
ど
うしてお
念仏で
きるものか」
と
言われる
方が
あるか
も知れませ
んけれども 、
か
まわ
ず
他の

方と一
緒にお
念仏申すのがよい
ので
あります 。
修行とい
うものは不思
議なもので
ありまして 、
皆様と一
緒に

お
念仏申してお
りま
すうちに 、
何信なり解信なりが
得られてまい
ります 。
その
実例も
少なくありませ
ん 。

西洋では 、
人を
雇い
ます
時に
ま
ず一
番最初に
「あなたはどこ

の
教会に
行っ
てお
りますか」
と
聞きます 。
そ

の
時「
私はどこ
の
教会に
も
行っ
てお
りませ
ん」
と
申しますと 、
もう駄目で
あります 。
雇っ
て
くれませ
ん 。
で
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ありまずか
ら 、
信何心は
なくと
もパ
ン
の
問題の
解決するために
皆どこかの
教会に
参ります 。
教会に
参りま
す

と 、
皆頭を下げて
手を
額の
所に
やっ
て
礼拝い
たします 。
また
讃美歌も皆と一
緒に
歌い
ます 。
けれど
も
信何心

が
あっ
てやる
訳で
ありませ
ん 。
ただパ
ン
の
問題を
解決するために
やるので
あります 。
けれど
も不思
議な
事に 、

そ
うして
礼拝し 、
讃美歌を歌っ
てお
りますうちに 、
本当の
信何心が
起こっ
てまい
ります 。
たとえその
人の一

生の
うちに
は
遂に
信仰心が
起こ
りませ
んで
も 、
子の
代 、
あるい
は
孫の
代に
深い
信仰心をもっ
た
子
供が
生まれ

ま
す 。
そのよ
うに
信何心はなくとも 、
皆と一
緒に
話を
聞き 、
お
念仏してお
りますうちに 、
不思
議に
仰信 、
解

信が
得られてまい
りま
す 。

こ
うしてこのたびお
別時に
参加する
事ができましたの
も 、
実に
如来様の
大慈悲のお
蔭で
あります 。
こ
の五



日
間の
日
数はたとえ
少なくと
も 、
一
心にお
念仏して 、
未だお
光明が
頂けてい
ない
お
方は 、
ぜひと
も
知来様の

お
光
明をしっ
か
りと
心に
頂きますよ
うに 、
またもうお
光
明中に
日
暮らししておられる
方は 、
もっ
と
もっ
とお

育て
を
頂きと
うご
ざい
ますとい
う願い
をもっ
て
修行するようにい
たしと
うご
ざい
ます 。
で
ありませ
んと
百日

お
念仏しましで
も 、
何の
効果もありませ
ん 。
ど
うかこ
の五
日間を
無駄に
過さない
よ
うにい
たしと
うご
ざい
ま

す 。

9 


